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機械器具(12) 理学診療用器具 

一般医療機器 弾性ストッキング（JMDN コード：31724000） 

グリップウォーク 
 

 

【警告】 

<適用患者> 

次の患者には適用しないこと。 

・重度の動脈血行障害、うっ血性心不全及び有痛性青股腫 

の患者 

[圧迫により症状を悪化させる危険性が高いため] 

・化膿性静脈炎の患者 

[菌血症や敗血症を発生、悪化させるおそれがあるため] 

・装着部位に極度の変形を有する患者 

[適切な圧迫圧が得られないため] 

 

<使用方法> 

・医師が必要と認める場合を除き、就寝時は着用しないこと。 

[臥位になることで静脈還流等に変化が起き、患者によっては必

要以上の圧迫圧がかかるおそれがあるため] 

 

【形状、構造及び原理等】 

(1)本品の外観図 

 
 

(2)本品の原材料 

ナイロン、ポリウレタン、ポリエステル 

 

(3)本品の原理 

ポリウレタン弾性糸の弾力により同心性の圧迫力を加えると

ともに、末梢から中枢に向かって漸減的に圧迫を加え、静脈還

流を促進する。 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、下肢の静脈血、リンパ液のうっ滞を軽減又は予防する

等、静脈還流の促進を目的に使用される器具である。本品は、

末梢から中枢に向かい漸減的に圧迫を加える機能を有する。 

 

【使用方法】 

着脱の際には、爪や、指輪、ブレスレット等で生地を傷つけな

いようご注意ください。 

<履き方> 

①ストッキングの中に手を入れ、かかと部分を軽くつまみま

す。 

②そのままかかとから太もも部分を折り返すように裏返しま

す。 

③裏返したストッキングをつま先からかかとの方へ履いてい

きます。 

④かかとまでしっかりと履きます。 

⑤足首部を合わせ、しわや重なりができないように表返しな

がらゆっくりと上の方へと引き上げていきます。 

⑥規定の長さまで引き上げれば装着完了です。しわのできや

すい部分（足首やひざなど）は、しわができていないことを

確認してください。 

<脱ぎ方> 

①ストッキングをかたまりにしないで少しずつ脱ぐと脱ぎや

すくなります。 

②かかとの部分では裏返しのまま伸ばし、丁寧に少しずつ引

っ張ります。 

 

 

 

 

【使用上の注意】 

<適用患者> 

次の患者には慎重に適用すること 

・深部静脈血栓症の患者であり、本品を装着すると肺血栓塞栓

症を起こすおそれのある患者 

・動脈血行障害、うっ血性心不全及び装着部位に炎症性疾患、

化膿性疾患、創傷のある患者 

[圧迫により症状が悪化するおそれがあるため] 

・装着部位に知覚障害のある患者 

[血行障害を起こしても認識できないおそれがあるため] 

・糖尿病患者 

[無症状の知覚障害や血行障害を併発している可能性があ

り、痛み等の異常を認識できないおそれがあるため] 

・繊維に対して、過敏症の患者 

[接触性皮膚炎を起こす可能性があるため] 

 

<重要な基本的注意> 

・適正な圧迫圧を得るため、必ず正しいサイズの本品を選択し

てください。またサイズ適応外の場合には使用しないでく

ださい。 

・本品を折り返して使用しないでください。 

［血行障害や知覚障害等を引き起こすおそれがあるため］ 

・腫脹の軽減等により装着中に各部位の周径が変わった場合

は、適切なサイズに変更してください。 

・本品に破損（伝線、ホツレ、破れ等）がないことを確認して

から装着してください。破損がある場合は適正な圧迫圧が

得られないため使用しないでください。 

・本品は繊維製品のため、次のような場合には破損（伝線、ホ

ツレ、破れ等）する場合がありますので注意してください。 

①強く引っ張り上げての装着や爪を立てた手での装着 

②爪が伸びていたり、反っていたりする足への装着 

③ 肌荒れした手や伸びた指の爪での取り扱い、鋭利なものへ

の接触 

・本品をはさみで切るなど加工、修理を行わないでください。 

・軟膏などの薬品や油脂、溶剤等が付着すると繊維が劣化しま

すので、付着しないよう注意してください。 

・本品を他のストッキングや靴下等と重ね履きをしないでく

ださい。 

 

【保管方法】 

保管方法：室温下で、水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿

を避けて保管してください。 

 

【保守・点検に係る事項】 

洗濯をして繰り返し使用できます。洗濯の際は次のことに注

意してください。 

①洗濯表示に従って洗濯してください。 

②塩素系漂白剤は絶対に使用しないでください。 

③ドライクリーニングの使用は繊維を劣化させる恐れがあり

ますので、絶対にしないでください。 

④他の色物とは分離して洗ってください。 

⑤ 直射日光は避け、風通しのよい場所で陰干ししてください。 

⑥ 脱水機・乾燥機・アイロン・電子レンジなどでの強制乾燥

は、生地が劣化し、弾力性が失われますので絶対に使用しな

いでください。 

 

【製造販売業者の名称及び住所等】 

株式会社コスミックエムイー 

〒333-0848 

埼玉県川口市芝下二丁目 31 番 3号 

電話：048-268-9811 FAX：048-269-0845 


